
















































本日、それから昨日、ショートセッシ ョン ・ポスターセッシ ョンを入れて、
大変盛り沢山な発表でした。我々の方ではちょ っと盛りだくさんすぎたなあと
いう反省を口にしだしております。もう少し休憩時間なんかをたっぷりと って、
そこで研究発表者を囲んで、いろんな批判もあれば論争もあるというような時
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聞を取った方がいいだろうといったことも考えています。
そういう反省を生かして、来年も国際日本文学研究集会、これはまだ確定で
はありませんけれども、 11月17、18日に開催することになります。
テーマは「再生と文学一日本文学は何を発信できるのか 」というようなテ
ーマが今考えられております。これは皆さんすぐお気づきになりますように、
震災と関連のある研究発表を、ということも意識してのテーマです。ただ、も
ちろん震災に限ることではありません。文学というものは死と再生というもの
を表現するんだというような考え方もありますから、震災と必ずしも関連して
いなければいけないということではありませんけれど、未曾有の大震災が起こ
って、我々は無力感を感じたりしているわけです。ですから、そういうことを
テーマにおくことも一つの意味があると思っています。
昨日今日と大変ご苦労様でございました。来年もまた立川の地で皆さんにお
目にかかれることを期待しております。どうもありがとうございました。
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